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自分と子どものかかわりから自己理解を図る
保育授業の開発 (第 7報)
高等学校家庭科普通科目 ｢家庭総合｣におけるn u Bb toetor ayf jc実践の検討
佐藤 園 ･ 河原 浩子* ･ 平田美智子*
本研究の目的は,全ての生徒が乳幼児との関わりを通して,親になるということを考え,
自己理解を図る保育授業の開発にある｡ 本報は,この目的を達成するための第四段階として,
高等学校家庭科普通科目 ｢家庭総合｣を履修している生徒 198名 (第3学年男子 57名,女子 
141名)に実施されたFlourBabyPrqject(以下, FBPと称す)を検討した｡その結果,
学校全教員の FBPに対する理解と協力が前提とはなるが,①一人の家庭科教員で 40名の











本研究の目的は,家庭科の保育学習において,全 校の ｢総合的な学習の時間｣3) と高等学校における
ての生徒が乳幼児との関わりを経験する中で自分が ｢特別編成授業｣ 4),第二段階として,教科 ｢家庭
親になるということを考え,自己理解を図る授業開 科｣での F B Pを実施の可能性と有効性を検討する
発にある｡ 本研究では,その教材として,米国カン ために中学校の選択 ｢家庭｣5'高等学校家庭科専門
ザス州 OverlandTraialMiddleSchoolで,生徒が連 科目 ｢発達と保育｣6)で F B Pを実施し,その意義
続した 5日間 FlourBaby (以下, F Bと称す)を と有効性を考察した｡
世話し, 1日の終了時には答えるべき問いを含んだ さらに第三段階として,必修科目における家庭科
BabyJoumal(以下, BJと称す)を記述し,毎日 授業での F B P実施の可能性を検討するために,中
の家庭科の授業で,その経験を通して問題となった 学校の必修教科 ｢家庭分野｣7' 8)と高等学校の普通
ことをディスカッションにより検討することを骨子 科目 ｢家庭総合｣9'で FB Pを実践した｡その結果,
とするFlourBabyPrqject (以下, F B Pと称す) 第一 ･二段階と同様に, F Bは生徒が強い興味 ･関
と,それをわが国の大学生に追試した先行研究 1) 2) 心を持つことができる教材であること, F B Pを通
に着目した｡ して,生徒が過去から将来に渡る自分の成長と家族
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表 1 ｢家庭総合｣実施計画 
(1)人の一生と家族 ･家庭 第 2学年
(2)子供の発達と保育 ･福祉 第 3学年
(3)高齢者の生活と福祉 第 3学年
(4)生活の科学と文化 第 2･3学年
(5)消費生活と資源 ･環境 第 2学年
(6)ホームプロジェクトと学校家庭クラブ 第 2･3学年
表 2 第 3学年 ｢家庭総合｣年間計画表
子ども高齢者の生活と福祉発達 保育 .福祉 子ども高齢 の者 介護の基礎発達 特徴と生活親の役割と保育福祉 1学期FBP 心身




い｣｢ディスカッションのテーマ｣は,表 3① ･表 




①岡山南高等学校 ｢家庭総合｣の FBPで用いられたルール ②長岡大手高等学校 ｢家庭総合｣の FBPで用いられたルール





1. 1時間目から 6時間目まで,あなたがベイビーの世話をする 1.あなたがベイビーの世話をすること｡ 友達にベイビーを渡して




3.体育や実習の時間などでどうしても世話ができないとき, 1 3.学校にいる間に, 1時間,ベイビーに昼寝をさせてもよい｡そ
時間はベイビーに昼寝をさせてもよい｡その場合,安全な場 の時はベイビーをあなたのロッカー等安全な場所に寝かせるこ





















①岡山南高等学校 ｢家庭総合｣の FBPで用いられたルール ②長岡大手高等学校 ｢家庭総合｣の FBPで用いられたルール 
1日目 




②なぜ,あなたは,ベイビーにその性を望んだのですか ? ③なぜ,あなたは,ベイビーにその性を望んだのですか ? 
③あなたはベイビーにどんな名前を付けましたか ?	 2 (彰あなたはベイビーにどんな名前を付けましたか ?






1 あなたは,この 24時間に,どんな経験をしましたか ? (ベイビーの
世話をする当番ではなかった人は,世話をしないということについ
て,どのようなことを感じたかを書いて下さい｡) (以下,項目 A) 
2 どのような時に,人があなたの "赤ちゃん"を見ていると感じますか? 
2.①どんなときに,あなたは赤ちゃんを連れているのが難 3 ①どんな時に,あなたは赤ちゃんを連れているのが難しいと感じま
しいと感じましたか ? したか?


































③誰に頼みましたか ? (以下,項目B) 






















4 ①あなたは, FBの親として,真剣に取り組めましたか ? ②それ
は,なぜですか ?正直に書いて下さい ｡ 
7日目 
1 ①あなたは, FBと別れる準備ができていますか ? ②それは,な
ぜですか ? 





表 5 デ ィス カ ッシ ョンの テ ー マ




デ ィスカ ッション終了後の 自由記述のテーマ 
1.ディスカッションのまとめとして :話し合いをして ｢新 ○ベイビーの 親`"になることを通して,感じたことや考えたことなど,
2.FBPたに気づいたこのまとめとして :｢｣ 親になるということ,子どもを育てるということ｣
3.ドBPの実践内容 
以 上 の ｢FB養育 ルー ル｣｢BJの 問 い｣｢デ イス 
カ ッシ ョンの テーマ｣ に基 づ き, FBPは以 下 の 内
容で実施された｡ 
何でもいいので教えて下さいo (表 4② 7日目質問項目4) 
(1)ドBP実践の対象者 ･実践者 ･期間





クラス編成 生徒数 授業実施日 (2006年) 授業者
男子 女子 合計 FBPの実践 ディスカッション
商業科 3 1 3 2 4 6 8木火) 6 3(5木 平田美智子1ll 7 0 /6( /1-2 9 火)

国際経済科 3-3 7 33 40 6/7(水) 6/14(水)

情報処理科 3-4 13 2 39 6 1金)木 6 5(木) 砂田 裕子6 /2( /1
表 7 FBP実施日程
学科 日程 1校時 2校時 喜 3l 校時 l …5校時 6毎時I l ……4校時 l 
2 火) ｢ ｢ ｢

国際経済科 3 6/7 (水) FB作成 通常授業 FBP実施

商業科 1 6/ 68 (木 家庭総合｣ 家庭総合｣ 他教科｣ 
情報処理科 5 5/31(水) 
家庭総合｣4 6/1 (木) ｢他教科｣ ｢FB作成 







②時間割変更 :表 7に示すように,学校行事の関 ｢養育ルール｣に従って FBと共に生活する 
係で時間割変更できなかった 4組以外は, 1･ (4組のみ翌日の 1-6校時) 
2校時に ｢家庭総合｣の授業を行い, 6校時ま (彰6校時終了後,家庭科室にFBを返却する
でFBPを実施できるように時間割を変更 ③宿題として BJの質問 ｢世話に伴う大変さ｣2
③生徒への事前連絡 :生徒には, (i) FBPの 間,｢現在の自分の親としての資格｣7間,｢F 
実施日程, (i)"おくるみ"(バスタオル)の Bと共に活動して感じたこと,学んだこと｣2
準備, (ii)FBの名前を考えておくこと,を 間 (表 4①設問項目 2-10)に回答し,翌日, 
連絡 BJを提出 
2) 1回目の授業 (50分) 4)2回目の授業 (50分) - 1回目の授業の 1週
①生徒に記述すべきBJを配付し, FBPの趣旨 間後 (4組は 2週間後)
説明を行う ①生徒に ｢FBPを実施して気づいたこと｣を 3 
②養育ルールを生徒に提示し,これを守る誓約と -4人の班別に話し合わせる
してサインさせる (表 3①) ②班での話し合いの結果を 3項目にまとめさせ,
③生徒にFB (専門科目 ｢発達と保育｣の FBP 板書させる
で家政科の生徒が作成した FB)を配布する ③教師が板書を確認しながら,気づいた事等を述
④生徒は,メインデイングシー トにマジックでベ べる
イビーの顔を描き,渡された FBに貼ることで ④生徒に,話し合いをして ｢新たに気づいたこと｣
自分の FBを作成し,準備してきた "おくるみ" とFBPのまとめとして｢親になるということ,
にくるむ 子どもを育てるということ｣について自由に記
⑤生徒は, FBを抱いたまま, BJの質問 ｢自分 述させる
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2006年 5-6月 2004年 9月
家庭科普通科目 ｢家庭総合｣
｢(2)子どもの発達と保育.福祉｣のまとめ
第 3学年 .商業学科 .5クラス










第 2学年 .普通科 .1クラス 

















るのは,普通科目 ｢家庭総合｣で FBPを実践した めたルール ･質問項目･テーマを用いて実践された 
という ｢位置づけ｣のみである｡ それ以外の実施期 FBPであると考えることができる｡
間,｢家庭総合｣におけるFBPの位置づけ,対象 したがって,長岡大手高と南高の ｢家庭総合｣で
者の学年 ･学科,実施期間 ･場所,FB,親子写真, 実践された FBPの結果を比較 ･検討することで,
生徒の家族からのコメントと, FB養育ルール, B ｢FBの体重調節をしない｣｢学校のみの 1日実施｣
Jの質問項目,ディスカッションのテーマは異なっ の FBPの有効性と問題点を明らかにし,本継続研
ている｡ 究で目的としている ｢高等学校で全ての生徒が FB 
3.南高普通科目 ｢家庭総合｣におけるFBP実践 Pを学習できる可能性｣を探ることができると考え
の本継続研究への位置づけ られる｡
しかし,先に考察したように,南高での FBPは, 以下,南高 ｢家庭総合｣におけるFBPの実践結
砂田先生の意図として述べられていた ｢家庭科の保 果を分析 ･考察し,それを長岡大手高の結果と比
育学習の最初にFBPを実施するよりも,一通り保 較 ･検討してみたい｡ 
育学習をし,知識を得た後に行った方がより効果的
ではないか｣を検証するための特別な内容が付加さ ∨ 岡山南高等学校普通科目 ｢家庭総合｣における 
れた FB養育ルール ･BJの質問項目･ディスカッ FBPの実践結果 
ションのテーマ等は一切設定されてはいない｡それ
は,｢専門科目と普通科目におけるFBPの違い｣, 1.BJの記述にみる生徒の獲得認識
具体的には ｢FBの体重を調整しないこと,一時間 南高の実践を, BJの質問項目とディスカッショ
目から六時間目までの一日実施とすること, BJを ン終了後の質問事項に対する男子 37名,女子 109名,
まとめ,次週の授業でディスカッションを行うこと｣ 計 146名の生徒の記述から検討してみたい｡ 
を検討する実践内容となっている｡ (1)分析枠組の設定 
以上から,南高の普通科目 ｢家庭総合｣で実施さ BJの 15の質問項目に対する生徒の記述から,
れた FBPは,長岡大手高の普通科目 ｢家庭総合｣ 本継続研究第4報の結果を参考に,キーワード･セ
で用いたものと同一の FB養育ルール ･BJの質問 ンテンスを記述項目として抽出した｡
項目･ディスカッションのテーマの中から,｢FB その結果,表 9に示す 56の記述項目が得られた｡
の体重調節をしない｣｢学校のみの 1日実施｣とい
表 9 分析枠組とした記述項目とカテゴリー
◎自分に関する認識 (自己認識) ◎子育てに対する責任 (責任) ◎養育態度の反省 (反省) 
1.体力的につらい 19.子どものことを第一に考える 39.物のように扱った 
2.経済力がない,働かないをいけない 20.責任を持つ 40.雑に扱った 
3.忍耐力が欠けている 21.遊びなどをあきらめて子どもと過ごす 41.あまり本気でかわいがれなかった 
4.育児について勉強しないといけない 22.守る (大切にする) 42.大事にできた 
5.自分の成長できる 23.育てる,しっかりとした人に育てる 43.日を離した 
6.自分には育てられない 24.子どものために働く L声汐.2/-/riyJ賢.5'1.,～.妻,:野 ~'-
7.育児できるか不安になった 25.育てる,愛情を持って育てる 44.泣かないから楽 
8.自分がしっかりしないといけない 26.思いやりを持つ 45.動かないから楽 
◎FBに対する愛情 (愛情) ◎世話に伴う大変さ (大変) 46.動かない (暴れない) 
9.かわいいと思った 27. トイレに行くとき大変 47.本来の苦労が分からない 
10.愛着がわいた 28.片手しか使えないから大変 48.しゃべらない 
ll.寂しい ･胸が痛い(別れる時) 29.重いから大変 49.感情がわかない 
12.愛情を感じた 30.パソコンを打つとき大変 50.授業に集中できない 
13.暖かい 31.食事をする時大変 51.実感がわかない 
14.親しみを持てた 32.ずっと抱いていることが大変 52.ただもっているだけだった 
15.癒される 33.教室移動が大変 53.子育てが不安になった 
◎自分の親に対する思い (親) 34.荷物を持つとき大変 54.関心がない人には意味がない 
16.親の大変さがわかった 35.預けないといけないから大変 55.大切にしようという気持ちがわいて
17.母はすごいと思った 36.気配りしないといけないから大変 こない 
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本実践の有効性を比較検討するために,それらの (2)生徒全体でみた場合の獲得認識
項 目を,本継続研究の結果を参考 として ｢自分に関 生徒が獲得 した認識 を記述項 目別にみると,衣 
する認識 (以下,｢自己認識｣と称す )｣･｢FBに 10に示すようになる｡
対する愛情 (以下,｢愛情｣)｣･ ｢親に対する思い 最 も多かったのは,｢子 どものことを第一に考え
(以下,｢親｣)｣･ ｢子育てに対す る責任 (以下, る｣で, 45.2%の生徒が記述 していた ｡ 次いで,
｢責任｣)｣･ ｢世話 に伴 う大変 さ (以下,｢大変 ｢トイレに行 くとき大変｣42.2%,｢片手 しか使えな
さ｣)｣･ ｢家族の必要性 (以下,｢家族｣)｣･ ｢養 いか ら大変｣40.4% ,｢親の大変 さがわか った｣ 
育態度の反省 (以下,｢反省｣)｣･｢FBPの問題 32.9%,｢重いか ら大変｣32.5% と続 くが, 4- 7
点 (以下,｢問題｣)｣の 8つのカテゴリーに整理 し 位までは,ほぼ同人数の約 3割の生徒が記述 してい
た｡ た｡
以下,表 9に示す 8カテゴリー ･56記述項 目を 以上の結果をカテゴリー別に整理すると,衣 ll
分析枠組みとして考察を行いたい｡ になる｡
表 10 BJの質問項目にみられた記述項目と記述人数 (人(%)) 
BJの記述項目 全体 男女別 学科別 
7 0 女子306 女子2 9 女子43146名 3男子名 1女子9名 商業科男 146名名 国際経済科男 54名2名 情報処理科男 28名71名
①子どものことを第一に考える○ 6 4.) 5(05 5(68 2 5.) 7(86 2 3.)6(52 1 4.) 14.) 5(43 1 5.) 4(38
(彰トイレに行くとき大変○ 2(25 2 7.) 4(12 2 5.) 7(86 1 2.)6 4.) 8(57 3 3.) 7(87 1 5.) 8(53
③片手しか使えないから大変○ 5 4.) 4(78 4 4.) 9(13 7(41 3 4.)9(04 1 3.) 5(13 1 4.) 2.) 3(65
④親の大変さがわかった○ 4 3.) 2.) 9(58 1 2.) 1.) 1(278(29 9(43 3 3.) 2(61 5(72 3 4.)
⑤重いから大変○ 4 3.) 3(51 3 3.) 0(17 1 3.) 7(807(25 1 3.) 4(12 1 2.) 0(45 2 3.)
⑥可愛いと思った○ 4 3.) 81 4 2.) 14.) 2.) 8(546(15 3(.) 3(94 2(57 7(41 1 2.)
⑦体力的につらい○ 4 3.) 1.) 1(76 1 4.) l3.) 5(115(08 4(08 4 3.) 9(13 l(79 1 2.)
⑧パソコンを打つとき大変○ 4 3.) l2.) 4(33 4(.) 2.) 3(655(08 l(97 3 2.) 87 8(76 3 4.)
⑨食事をする時大変○ 3 2.) 2.) 9(66 1 4.) 1.) 4(978(60 9(43 2 2.) 9(13 5(72 1 1.)
表11 BJの質問に対する回答にみられたカテゴリー別獲得認識の記述頻度 (回)
全体146名 男女別 学科別
名 0名 男 名 男 名 男 名女子30 女子2 9男子37 女子19 商業科1466名 国際経済科542名 情報処理科女子423871名
獲得認識 記述回数 獲得認識 記述回数 獲得認識 記述回数 獲得認識 記述回数 獲得認識 記述回数 獲得認識 記述回数
①大変さ 338 (丑大変さ 83 ①大変さ 204 ①大変さ 118 ①大変さ 62 ①大変さ 158 
(彰責任 180 (彰責任 36 (彰責任 144 (彰自己認識 76 (彰責任 43 (彰責任 93
③自己認識 147 (彰問題 25 (彰自己認識 130 ⑨愛情 49 ③自己認識 31 ･㌢親 45
④愛情 100 ④自己認識 17 ④愛情 90 ④責任 44 ④問題 25 (彰問題 43 
(参問題 96 ⑤親 12 ⑤問題 71 ⑤問題 28 ⑤愛情 16 (9自己認識 40
⑥親 71 ⑥愛情 10 ⑥親 59 ⑥親 18 ⑥反省 13 ⑥愛情 35
⑦反省 37 (彰反省 5 ⑦反省 32 (む反省 14 @# 8 ⑦反省 15 
(1カテゴリーに複数の記述項目あり｡ ただし, 1項目につき, 1人一回とする｡ ) 
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全体では 1位 ｢大変さ｣, 2位 ｢責任｣, 3位 ｢自
己認識｣, 4位 ｢愛情｣, 5位 ｢問題｣, 6位 ｢親｣,






- ｢自己認識｣- ｢親｣- ｢愛情｣の順であったの














































獲得認識 全 体 男女別
男子37名 女子109名
146名
(丑大変さ 29(19.9) 3(8.1) 26(23.9) 
(彰責任 76(52.1) 13(35.1) 63(57.8) 
③自己認識 50(34.2) 15(40.5) 35(32.1) 
④愛情 24(16.4) 5(13.5) 19(17.4) 























(1カテゴリーに複数の記述項目あり｡ ただし, 1項目につき, 1人一回とする｡ ) 
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佐藤 園 ･河原 浩子 ･平田美智子
表13 ディスカッション前とディスカッション後の生徒の獲得認識順位の比較
男 子 女 子 商業科 国際経済科 情報処理科 
37名 109名 46名 29名 71名
ンス 前 4体後 前 徳 前 後 前 徳 前 徳 前 徳前後シヨ イデカツ 全16名 性 別 学 科
@ 責任 自己認識 責任 責任 責任 自己認識 自己認識 自己認識 責任 大変さ 責任 自己認識 
③ 自己認識 家族 問題 家族 自己認識 大変さ 愛情 大変さ 自己認識 自己認識 親 家族 
④ 愛情 大変さ 自己認識 愛情 愛情 家族 責任 家族 問題 愛情 問題 愛情 
† 問題 愛情 親 親 問題 愛情 問題 愛情 愛情 家族 自己認識 大変
㊨ 親 親 愛情 大変さ 親 親 親 親 反省 親 愛情 親 
カチゴリーの港得脂位 ①⑦ 大変さ反省 責任 大変さ反省 自己認識 大変さ反省 責任 大変さ反省 責任 大変さ親 責任 大変反省 責任 
㊨ 家族 家族 家族
(2)生徒が獲得 した認識
全体で最も多かったのは,生徒の 52.1%が記述し
ていた ｢責任｣である｡ 以下, 2位 ｢自己認識｣ 
34.2% , 3位 ｢家族｣24.3% , 4位 ｢大変 さ｣ 
19.9%, 5位 ｢愛情｣16.2% , 6位 ｢親｣8.2%と
なっていた｡
男女別にみると女子の 1･2位と 5･6位は全体
と同じであるが, 3･4位が ｢大変さ｣- ｢家族｣
と逆転していた｡男子は全体とは異なり,｢自己認








であった ｢家族｣が 3位になっていた｡ しかし,
｢親｣に対する認識は,ディスカッションの前後で
違いはみられず,下位であった｡ 
Ⅵ 高等学校家庭科普通科目 ｢家庭総合｣における 
FBPの意義と今後の課題 






































表 14 ｢大変さ｣以外の認識を獲得 している生徒数 (人)
1組 (26名)男 女 計 2組 (20名)男 女 計 3組 (29名)男 女 計 4組 (38名)男 女 計
6 17 23 2 15 17 3 23 26 ll 23 34 
0 0 0 0 2 2 0 2 2 1 1 2 
1 2 3 1 1 2 1 0 0 1 1 2 
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5組 (32名)男 女 計 
8 22 30 
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か ら派生 した別の認識を得ている｡ それは,①
｢『大変』なので子育てに対する責任感の必要性を感
じた｣ ,② ｢『大変』だったので自分の親に対する感


























+ 大変さ 自己認識 
⑨ 責 任 大変さ 
@ 自己認識 責 任 
④ 愛 情 愛 着 



























以上から,表 3① ･表 4① ･表 5①の ｢FB養育

























































































から自己理解を図る保育授業の開発 (第 5報) I




ら自己理解を図る保育授業の開発 (第 6報) -中
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